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(57)【要約】
　本発明は、ペット管理装置を提示している。本発明の
実施形態に係るペット管理装置は、リアルタイムでペッ
トの行動を監視する監視制御部と、前記ペットの正常行
動に基づいて生成された標準データを格納する標準デー
タ格納部と、前記ペットの異常行動に対して飼い主が実
施する行動に基づいて生成された飼い主処理データを格
納する飼い主処理データ格納部と、前記監視制御部が取
得した前記ペットの行動に対するリアルタイム監視デー
タ及び前記標準データ格納部内の前記標準データを検索
し、前記監視データと前記標準データとが一致するか否
かを判断して、前記ペットの行動が正常であるか異常で
あるかを判断するデータ比較部と、前記データ比較部で
前記ペットの行動が異常であると判断した場合、前記監
視制御部が取得した前記ペットの行動のリアルタイム監
視データ及び前記飼い主処理データ格納部内の前記飼い
主処理データを検索し、前記監視データおよび飼い主処
理データを介して前記ペットのリアルタイム行動に対す
る飼い主処理データを取得するデータマッチング部と、
前記データマッチング部が取得した前記ペットのリアル
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リアルタイムでペットの行動を監視する監視制御部と、
　前記ペットの正常行動に基づいて生成された標準データを格納する標準データ格納部と
、
　前記ペットの異常行動に対して飼い主が実施する行動に基づいて生成された飼い主処理
データを格納する飼い主処理データ格納部と、
　前記監視制御部が取得した前記ペットの行動に対するリアルタイム監視データ及び前記
標準データ格納部内の前記標準データを検索し、前記リアルタイム監視データと前記標準
データとが一致するか否かを判断し、前記ペットの行動が正常であるか異常であるかを判
断するデータ比較部と、
　前記データ比較部で前記ペットの行動が異常であると判断した場合、前記監視制御部が
取得した前記ペットの行動のリアルタイム監視データ及び前記飼い主処理データ格納部内
の前記飼い主処理データを検索し、前記リアルタイム監視データおよび飼い主処理データ
を介して前記ペットのリアルタイム行動に対する飼い主処理データを取得するデータマッ
チング部と、
　前記データマッチング部が取得した前記ペットのリアルタイム行動に対する飼い主処理
データを検索及び応用する応用部と、を含むことを特徴とする、ペット管理装置。
【請求項２】
　標準データ抽出部をさらに含み、前記標準データ抽出部は、時間比較分析を行い、時間
の変化に応じて設定した１時間帯のペットの過去行動を分析し、分析されたデータを抽出
して、前記監視制御部が取得した前記ペットの行動に対するリアルタイム監視データと比
較する標準データを生成することを特徴とする、請求項１に記載のペット管理装置。
【請求項３】
　クライアント部をさらに含み、前記クライアント部は、前記データ比較部、前記データ
マッチング部及び前記応用部とそれぞれ相互接続され、前記ペットの異常行動に対する前
記ペットの飼い主が希望する指示の入力を受けて行うことを特徴とする、請求項１に記載
のペット管理装置。
【請求項４】
　前記監視制御部は、前記ペットの音を監視し、前記ペットのオーディオデータを取得す
るオーディオ監視制御モジュール、
　前記ペットの映像を監視し、前記ペットの動画像データを取得する動画像監視制御モジ
ュール、及び
　前記ペットがいる場所環境に応じてパラメータを取得する環境パラメータ監視制御モジ
ュールのうちの少なくとも一つを含むことを特徴とする、請求項１に記載のペット管理装
置。
【請求項５】
　前記環境パラメータ監視制御モジュールは、前記ペットがいる場所環境の温度を監視す
る温度監視制御器、
　前記ペットがいる場所環境の湿度を監視する湿度監視制御器、
　前記ペットがいる場所環境の照度を監視し、前記ペットがいる場所環境の照度が既指定
値以下である場合、自動的に照明装置を作動させる照度監視制御器、
　前記ペットがいる場所環境の酸素含有量を監視する酸素含有量監視制御器、
　前記ペットがいる場所環境の空気の質を監視する空気質監視制御器、
　前記ペットがいる場所環境の水位を監視する水位監視制御器、
　前記ペットがいる場所環境の微生物含有量を監視する微生物含有量監視制御器、
　前記ペットがいる場所環境のタンパク質含有量を監視するタンパク質含有量監視制御器
、
　前記ペットがいる場所環境の塩分濃度を監視する塩分濃度監視制御器、及び
　前記ペットがいる場所環境の酸アルカリ濃度を監視する酸アルカリ濃度監視制御器のう
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ちの少なくとも一つを含むことを特徴とする、請求項４に記載のペット管理装置。
【請求項６】
　前記動画像監視制御モジュールは、遮断物構造材、録画構造材、制御構造材及び信号検
測構造材を含み、前記信号検測構造材と前記遮断物構造材は前記制御構造材とそれぞれ連
結され、前記遮断物構造材は物理的に前記録画構造材を遮ることができることを特徴とす
る、請求項４に記載のペット管理装置。
【請求項７】
　ペット行為代表物部を含み、前記ペット行為代表物部内にはセンサーモジュールが設置
され、前記センサーモジュールは前記データマッチング部と相互接続されたことを特徴と
する、請求項１に記載のペット管理装置。
【請求項８】
　前記センサーモジュールは、圧力センサー、振動センサーおよび音センサーのうちの少
なくとも一つを含むことを特徴とする、請求項７に記載のペット管理装置。
【請求項９】
　監視制御部がペットの行動を監視して前記ペットの監視データを取得する段階と、
　データ比較部が前記監視データと標準データとを比較し、前記監視データと標準データ
とが一致すればペットの行動が正常であると判断し、前記監視データと標準データとが一
致しなければペットの行動が異常であると判断する段階と、
　前記データ比較部で異常と判断した場合、データマッチング部が前記監視データとマッ
チングされる飼い主処理データを取得する段階と、
　前記データマッチング部が取得した飼い主処理データを検索して前記飼い主処理データ
を応用する段階とを含んでなることを特徴とする、ペット管理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、伴侶動物（以下、「ペット」という。）管理装置及び方法に関し、より詳細
には、ペットの行動を観察、分析するとともにペットを管理するための技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、一人暮らしをしている人が益々多くなっており、一般に、一人暮らしの時間が長
くなるほど人々の孤独感はさらに強くなる。
【０００３】
　これを解決するための一環として、人々はペットを飼うことで孤独感を解消する。
【０００４】
　ところが、ペットを飼うほとんどの人は、職場生活をしており、毎日ペットと一緒にい
る時間が非常に少ない。
【０００５】
　したがって、ペットが一人で家にいる時間が多くなり、これにより、多くのペットが自
閉症やうつ病などの病気にかかるなどの問題が生じる。
【０００６】
　さらに、このような問題は、ペット及びペットの飼い主の両方にストレスとして作用し
、特に、韓国では保険の適用されないペットが動物病院を利用すると、飼い主の経済的損
失の増加につながることになる。
【０００７】
　かかる問題点を解決するための従来技術としては、韓国特許公開公報第１０－２０１４
－０１４６８０６号、韓国特許公開公報第１０－２００８－００９４１１７号などがある
が、これらの従来技術は、単に飼い主の声またはペットのスケジュールなどの既入力或い
は設定された単純な情報のみを伝達することに止まり、リアルタイムでペットの行動を把
握するのに困難があり、結果的にペットの世話に制限的であるしかなかった。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】韓国公開特許第１０－２０１４－０１４６８０６号公報
【特許文献２】韓国公開特許第１０－２００８－００９４１１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、前述した問題点を解決するためになされたもので、その目的は、リアルタイ
ムでペットの行動を把握してペットの異常行動を検出し、検出された異常行動への迅速な
対処によって、結果的に、ペットに生じる可能性のある物理的、精神的な問題を未然に防
止することができる、ペット管理装置及び方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明のある観点によるペット管理装置は、
　リアルタイムでペットの行動を監視する監視制御部と、
　前記ペットの正常行動に基づいて生成された標準データを格納する標準データ格納部と
、
　前記ペットの異常行動に対して飼い主が実施する行動に基づいて生成された飼い主処理
データを格納する飼い主処理データ格納部と、
　前記監視制御部が取得した前記ペットの行動に対するリアルタイム監視データ及び前記
標準データ格納部内の前記標準データを検索し、前記監視データと前記標準データとが一
致するか否かを判断して、前記ペットの行動が正常であるか異常であるかを判断するデー
タ比較部と、
　前記データ比較部で前記ペットの行動が異常であると判断した場合、前記監視制御部が
取得した前記ペットの行動のリアルタイム監視データ及び前記飼い主処理データ格納部内
の前記飼い主処理データを検索し、前記監視データおよび飼い主処理データを介して前記
ペットのリアルタイム行動に対する飼い主処理データを取得するデータマッチング部と、
　前記データマッチング部が取得した前記ペットのリアルタイム行動に対する飼い主処理
データを検索及び応用する応用部と、を含むことを特徴とする。
【００１１】
　好ましくは、標準データ抽出部をさらに含み、前記標準データ抽出部は、時間比較分析
を行い、時間の変化に応じて設定した１時間帯のペットの過去行動を分析し、分析された
データを抽出して、前記監視制御部が取得した前記ペットの行動に対するリアルタイム監
視データと比較する標準データを生成することができる。
【００１２】
　好ましくは、クライアント部をさらに含み、前記クライアント部は、前記データ比較部
、前記データマッチング部及び前記応用部とそれぞれ相互接続され、前記ペットの異常行
動に対する前記ペットの飼い主が希望する指示の入力を受けて行うことができる。
【００１３】
　好ましくは、前記監視制御部は、前記ペットの音を監視し、前記ペットのオーディオデ
ータを取得するオーディオ監視制御モジュール、
　前記ペットの映像を監視し、前記ペットの動画像データを取得する動画像監視制御モジ
ュール、及び
　前記ペットがいる場所環境に応じてパラメータを取得する環境パラメータ監視制御モジ
ュールのうちの少なくとも一つを含むことができる。
【００１４】
　好ましくは、前記環境パラメータ監視制御モジュールは、前記ペットがいる場所環境の
温度を監視する温度監視制御器、
　前記ペットがいる場所環境の湿度を監視する湿度監視制御器、
　前記ペットがいる場所環境の照度を監視する照度監視制御器、
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　前記ペットがいる場所環境の酸素含有量を監視する酸素含有量監視制御器、
　前記ペットがいる場所環境の空気の質を監視する空気質監視制御器、
　前記ペットがいる場所環境の水位を監視する水位監視制御器、
　前記ペットがいる場所環境の微生物含有量を監視する微生物含有量監視制御器、
　前記ペットがいる場所環境のタンパク質含有量を監視するタンパク質含有量監視制御器
、
　前記ペットがいる場所環境の塩分濃度を監視する塩分濃度監視制御器、及び
　前記ペットがいる場所環境の酸アルカリ濃度を監視する酸アルカリ濃度監視制御器のう
ちの少なくとも一つを含むことができる。
【００１５】
　好ましくは、前記動画像監視制御モジュールは、遮断物構造材、録画構造材、制御構造
材及び信号検測構造材を含み、前記信号検測構造材と前記遮断物構造材は前記制御構造材
とそれぞれ連結され、前記遮断物構造材は物理的に前記録画構造材を遮ることができる。
【００１６】
　好ましくは、ペット行為代表物部を含み、前記ペット行為代表物部内にはセンサーモジ
ュールが設置され、前記センサーモジュールは前記データマッチング部と相互接続できる
。
【００１７】
　好ましくは、前記センサーモジュールは、圧力センサー、振動センサーおよび音センサ
ーのうちの少なくとも一つを含むことができる。
【００１８】
　本発明の他の観点によるペット管理方法は、
　監視制御部がペットの行動を監視して前記ペットの監視データを取得する段階と、デー
タ比較部が前記監視データと標準データとを比較し、前記監視データと標準データとが一
致すればペットの行動が正常であると判断し、前記監視データと標準データとが一致しな
ければペットの行動が異常であると判断する段階と、前記データ比較部で異常と判断した
場合、データマッチング部が前記監視データとマッチングされる飼い主処理データを取得
する段階と、前記データマッチング部が取得した飼い主処理データを検索して前記飼い主
処理データを応用する段階とを含んでなる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、リアルタイムでペットの現在の行動を取得及び把握することができる
。
【００２０】
　また、ペットの現在の行動と標準データとを比較することができ、比較の結果、ペット
の異常行動と判断された場合、本発明を用いた迅速な対応を介して、まるで飼い主が傍に
いるようにペットに感じさせる効果を実現することができる。
【００２１】
　最終的には、ペットに生じるおそれのある物理的、精神的問題を事前に防止することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の実施形態に係るペット管理装置の構成図である。
【図２】本発明の実施形態に係るペット管理方法を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本明細書で添付される図面は、本発明の好適な実施形態を例示するものであり、発明の
詳細な説明と一緒に本発明の技術思想をさらに理解させる役割を果たすものなので、本発
明は、それらの図面に記載された事項のみに限定されて解釈されてはならない。
【００２４】



(6) JP 2019-509761 A 2019.4.11

10

20

30

40

50

　本発明、本発明の動作上の利点及び本発明の実施によって達成される目的を十分に理解
するためには、本発明の好適な実施形態を例示する添付図面及び図面に記載された内容を
参照しなければならない。
【００２５】
　本発明の実施形態で提示される特定の構造ないし機能説明は、本発明の概念による実施
形態を説明するための目的で例示されたものに過ぎず、本発明の概念による実施形態は、
様々な形態で実施できる。
【００２６】
　また、本明細書で説明された実施形態に限定されると解釈されてはならず、本発明の思
想及び技術範囲に含まれるすべての変更物、均等物ないし代替物を含むと理解されるべき
である。
【００２７】
　本明細書で使用する用語は、単に特定の実施形態を説明するために使用されたものであ
って、本発明を限定しようとする意図ではない。
【００２８】
　以下、添付図面を参照して本発明の好適な実施形態を説明することにより、本発明を詳
細に説明する。各図面に提示された同一の参照符号は、同一の部材を示す。
【００２９】
　図１は本発明の実施形態に係るペット管理装置の構成を示す図である。次に、これを参
照して説明する。
【００３０】
　図１に示すように、本発明の実施形態に係るペット管理装置は、監視制御部１０、標準
データ格納部２０、データ比較部３０、飼い主処理データ格納部４０、データマッチング
部５０、応用部６０、標準データ抽出部７０、クライアント部８０及びペット行為代表物
部９０を含む。
【００３１】
　監視制御部１０は、一般なカメラなどを用いて、リアルタイムでペットの現在の行動を
監視することができる。
【００３２】
　標準データ格納部２０は、ペットの行動の標準データを格納することができる。ここで
いう標準データは、詳細に後述するが、時間の変化に応じて変化することができる。
すなわち、標準データ格納部２０は、ペットの正常行動のデータを格納することができ、
一般なデータベース形式であり得る。
【００３３】
　ペットの正常行動のデータは、飼い主或いはペットの専門家がペットの行動を観察し、
その行動が正常であると認めると、標準データとして認定できる。これは標準データ格納
部２０に格納できる。
【００３４】
　時間対比分析の方法を採用して、時間の変化に応じて設定した１時間帯のペットの過去
行動を分析し、そのデータを抽出して、現在のペットの行動と比較する標準データとする
こともできる。
【００３５】
　例えば、ペットの一定な時間内の活動量がいずれか一つの数値であるとき、その行動が
正常として認識されると、当該数値を活動量の標準データとし、格納部に格納する。
【００３６】
　ペットのその他の行動に対しても、すべて一定の標準データを提示することができる。
【００３７】
　当該標準データは、定期的な観察によって提示することもでき、経験によって提示する
ともできる。
【００３８】
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　同時に、様々なペット、様々な時間帯、例えば季節、ペットの年齢などに合わせて様々
な標準データを設定することができる。
【００３９】
　同時に、標準データに対して自動的に更新し、人工的に維持保護または更新する必要が
ない。
【００４０】
　データ比較部３０は、監視制御部１０、標準データ格納部２０とのそれぞれの接続を介
して、監視制御部１０が取得したペットの現在の行動に対するリアルタイム監視データ及
び標準データ格納部２０内の標準データを検索し、同時にリアルタイムでペットの現在の
行動を監視したデータと標準データとの比較を行い、ペットの現在の行動と標準データと
が一致するか否かを判断することができ、判断を介して現在のペットの行動が正常である
か異常であるかを判断することができる。
【００４１】
　飼い主処理データ格納部４０は、飼い主処理データを格納することができ、一般なデー
タベース形式であり得る。
【００４２】
　いわゆる、飼い主処理データは、ペットの異常行動に対して飼い主が取った行動に基づ
いて生成したデータである。
【００４３】
　例えば、ペットのイライラする行動に対して飼い主が言葉で慰めると、飼い主処理デー
タは、飼い主がペットを慰めるオーディオデータであり得る。
【００４４】
　また、前記ペットの異常行動は、設定した時間帯にペットの大きな音の回数が連続して
超えること、設定した時間帯にペットの存在が確認できない回数が連続して超えること、
ペットの動態が明らかに遅いか急速なこと、ペットが餌入れボックスに滞留する時間が所
定の時間を超えること、及びペットが大きい体積の物品を咥えたり物品を移動させたりし
、環境パラメータ（変数）が所定の環境パラメータ（変数）を離脱したことを含むことが
できる。
【００４５】
　ペットの様々な異常行動に対して、様々な飼い主処理データが対応することができ、同
時に飼い主処理データ格納部４０に格納することができる。
【００４６】
　データマッチング部５０は、監視制御部１０、飼い主処理データ格納部４０とのそれぞ
れの接続を介して、監視制御部１０が取得したペットの現在行動のリアルタイム監視デー
タおよび飼い主処理データ格納部４０内の飼い主処理データを検索し、同時に両者の間に
確率された一対一で対応する関係によって、ペットの現在の行動に対する飼い主処理デー
タを取得することができる。
【００４７】
　データマッチング部５０は、データ比較部３０との接続を介して、データ比較部３０の
判断結果を検索し、ペットの現在の行動が異常行動であるときは、対応する飼い主処理デ
ータを見つけることができる。
【００４８】
　応用部６０は、データマッチング部５０との接続を介して、データマッチング部５０が
見つけたデータを検索するとともに、当該データを応用することができる。
【００４９】
　例えば、もし飼い主処理データがオーディオであれば、応用部６０は、オーディオプレ
ーヤー部で実行でき、オーディオを放送することができる。
【００５０】
　もし飼い主処理データが動画像であれば、応用部６０は、ビデオプレーヤー部で実行で
き、動画像を放送することができる。
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【００５１】
　すなわち、本発明で応用部６０が行う応用とは、データマッチング部５０が見つけたデ
ータを介してペットとの交流を進める方法で、オーディオ放送やビデオ放送などを含む意
味で解釈することができる。
【００５２】
　前述した内容に基づいてペットの現在の行動に対する監視を介してペットの異常行動に
対してリアルタイムで処理し、飼い主とペットとの間で交流を維持し、飼い主がペットの
異常行動に対する制御を実現することにより、飼い主がペットの傍にいないためリアルタ
イムでペットの行動を観察することができず且つ直ちに処理することができない期間が長
期間持続されてペットに異常な問題が発生することを免れることができる。
【００５３】
　標準データ抽出部７０は、監視制御部１０及び標準データ格納部２０のデータとそれぞ
れ接続できる。
【００５４】
　監視制御部１０が取得したペットの現在の行動に対してリアルタイムで監視したデータ
を、標準データ抽出部７０の中で時間比較分析の進行によって、時間の変化に応じて設定
した１時間帯のペットの過去行動を分析し、そのデータを抽出して、現在のペットの行動
と比較する標準データとすることができる。
【００５５】
　同時に、当該標準データを標準データ格納部２０に発送して標準データとして認定し、
格納することができる。
【００５６】
　例えば、設定した時間が３日であれば、４日目のペットの行動を分析するためには、前
の３日間の行動に基づいて分析を行う。
【００５７】
　たとえば、４日目当日のペットの行動が正常であるか否かを分析するには、１日目、２
日目、３日目の行動を標準データとして４日目の行動との比較を行う。
【００５８】
　５日目当日のペットの行動が正常であるか否かを分析するには、２日目、３日目、４日
目の行動を標準データとして５日目の行動との比較を行うが、
　このような方式で、標準データの抽出及び時間の変化による自動更新を実現する。
【００５９】
　ペットの行動が季節、ペットの年齢などの時間変化に伴う要素の影響を受けるため、ペ
ットの正常行動、すなわち標準データも季節、ペットの年齢などの時間変化に応じて変化
することができる。
【００６０】
　例えば、夏には天気が比較的暑いため、ペットの行動が比較的遅く、春には気候が適し
てペットの行動が比較的活発である。
【００６１】
　そのため、春に適応した標準データは、夏には適用されない。
【００６２】
　よって、季節の変化に応じて、標準データも変化することができる。
【００６３】
　他の例を挙げると、ペットの年齢が比較的少ないときは、行動が比較的活発で、年を取
るほど行動が益々遅くなる。
【００６４】
　そのため、比較的若い年齢の標準データは、比較的多くの年齢に適応されない。
【００６５】
　よって、ペットの年齢の変化に応じて、標準データも変化することができる。
【００６６】
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　そして、様々なペットに対しても、正常行動の標準が様々であり得る。
【００６７】
　例えば、あるペットは動くのが好きで、あるペットは静かなことが好きである。
【００６８】
　すなわち、さまざまなペットに対するその行動の標準データが同一ではない。
【００６９】
　これにより、本発明で提供されるペット管理装置１を採用することで、ペットの現在の
行動に対する時間比較分析を行って取得した標準データが季節やペットの年齢、ペットの
個体などの変化に応じて変化し、よって、さらに時間の変化に応じて変化するペットの正
常行動を標準データに反映するようにすることができる。
【００７０】
　さらに、標準データとペットの現在の行動とを比較するとき、その比較結果をより一層
正確にすることができる。
【００７１】
　本発明によれば、一定の時間帯内に監視したデータを標準データとして使用するので、
当該時間帯も時間の変化に応じて継続的に更新され、これにより、標準データも時間の変
化に応じて継続的に更新され得る。
【００７２】
　したがって、人為的に標準データを更新する比較的面倒な弊害を解決することができる
ため、標準データの自動更新を実現することができる。
　データ比較部３０或いはデータマッチング部５０は、クライアント部８０のデータと接
続できる。
【００７３】
　データ比較部３０の判断結果とデータマッチング部５０の取得結果をクライアント部８
０に発送するため、飼い主が、ペットの行動が正常であるか異常であるかおよび飼い主処
理データを確認することができる。
【００７４】
　クライアント部８０は、応用部６０のデータが接続できる。
【００７５】
　クライアント部８０は、応用部６０のデータとの接続を介して、飼い主が応用部６０に
直接ペットの異常行動に対する処理データを発送するようにすることができる。
【００７６】
　すなわち、クライアント部８０は、飼い主が直接取りたい行動及びデータの入力及び伝
送を受け、応用部との接続を介して処理することができ、前記ペットの異常行動に対する
前記ペットの飼い主が希望する指示の入力を受けて行うことができる。
【００７７】
　したがって、飼い主がペットに対するより一層正確な制御を実現するようにする。
【００７８】
　応用部６０がクライアント部８０からの指令データを受け付けることができないときは
、飼い主処理データ格納部４０に格納された飼い主処理データを検索する。
【００７９】
　例えば、飼い主がペットを慰めるためのオーディオ或いは動画像として、応用部６０を
介して飼い主処理データを表現する。
【００８０】
　例えば、オーディオプレーヤー或いはビデオプレーヤーで、飼い主が録画して格納した
オーディオ或いは動画像を放送する。
【００８１】
　監視制御部１０は、オーディオ監視制御モジュール１００、動画像監視制御モジュール
２００及び環境パラメータ監視制御モジュール３００のうちの少なくとも一つを含むこと
ができる。
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【００８２】
　オーディオ監視制御モジュール１００は、オーディオ装置などを用いて、ペットの音を
監視し、ペットのオーディオデータを取得することができる。
【００８３】
　動画像監視制御モジュール２００は、カメラなどを用いてペットの映像を監視し、ペッ
トの動画像データを取得することができる。
【００８４】
　環境パラメータ監視制御モジュール３００は、ペットがいる場所環境に応じてパラメー
タ（変数）を取得することができる。
【００８５】
　環境パラメータ監視制御モジュール３００は、温度監視制御器３０１、湿度監視制御器
３０２、照度監視制御器３０３、酸素含有量監視制御器３０４、空気質監視制御器３０５
、水位監視制御器３０６、微生物含有量監視制御器３０７、タンパク質含有量監視制御器
３０８、塩分濃度監視制御器３０９、及び酸アルカリ濃度監視制御器３１０を含むことが
できる。
【００８６】
　温度監視制御器３０１は、温度測定装置などを用いて、ペットがいる場所環境の温度を
監視することができる。
【００８７】
　湿度監視制御器３０２は、湿度測定装置などを用いて、ペットがいる場所環境の湿度を
監視することができる。
【００８８】
　照度監視制御器３０３は、照明装置などを用いて、ペットがいる場所環境の照度を監視
することができ、ペットがいる場所環境の照度が既指定値または設定値以下である場合に
は自動的に照明装置を作動させることもできる。
【００８９】
　酸素含有量監視制御器３０４は、酸素含有量測定装置などを用いて、ペットがいる場所
環境の酸素含有量を監視することができる。
【００９０】
　空気質監視制御器３０５は、空気質測定装置などを用いて、ペットがいる場所環境の空
気の質を監視することができる。
【００９１】
　水位監視制御器３０６は、水位測定装置などを用いて、ペットがいる場所環境の水位を
監視することができる。
【００９２】
　微生物含有量監視制御器３０７は、ペットがいる場所環境の微生物含有量を監視するこ
とができる。
【００９３】
　タンパク質含有量監視制御器３０８は、ペットがいる場所環境のタンパク質含有量を監
視することができる。
【００９４】
　塩分濃度監視制御器３０９は、ペットがいる場所環境の塩分濃度を監視することができ
る。
【００９５】
　酸アルカリ濃度監視制御器３１０は、ペットがいる場所環境の酸アルカリ濃度を監視す
ることができる。
【００９６】
　特に、照度監視制御器３０３は、カメラ映像の明るさを認識して、ペットがいる環境の
明るさを把握し、照明装置を動作させることができ、これにより、ペットが暗くない部屋
でゆっくりすることができるようにすることができる。
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【００９７】
　環境パラメータ（変数）として、温度、湿度、酸素含有量、空気質、水位、微生物含有
量、照度、タンパク質含有量、塩含有量及び酸アルカリ濃度などは、ペットの健康に重要
な影響を与えることができる。
【００９８】
　したがって、前述したパラメータ（変数）に対する監視を介して、監視したパラメータ
（変数）が所定の数値と異なるとき、応用部６０を介して、このようなパラメータ（変数
）に対する調節を行うことができる。
【００９９】
　よって、ペットは引き続き良好な環境状態に置かれていることができ、ペットが病気に
かかったり死んだりするなどの問題を防止することができる。
【０１００】
　また、前述した環境パラメータ（変数）を飼い主の携帯電話にも発送することもできる
ため、飼い主が、ペットがいる場所環境について知るようにすることができる。
【０１０１】
　また、異常な環境に対して処理することができるため、ペットが長期間良好な環境に置
かれているようにすることができる。
【０１０２】
　飼い主が、ペットがいる場所環境が異常であることを知ることになったとき、クライア
ント部８０を介して、環境パラメータ監視制御モジュール３００に対して制御することが
でき、環境パラメータ（変数）に対して調節を行うことができる。
【０１０３】
　もし停電などの状況が発生すると、監視制御部１０に対して制御を行うことができなく
なる。
【０１０４】
　こういうときは、飼い主がクライアント部８０を介してサービスシステムに接続して、
サービス人員がホームサービスを施して電気を通すことができる。
【０１０５】
　動画像監視制御モジュール２００は、遮断物構造材、録画構造材、制御構造材及び信号
検測構造材を含むことができ、前記信号検測構造材と前記遮断物構造材は前記制御構造材
とそれぞれ接続でき、前記遮断物構造材は物理的に前記録画構造材を遮ることができる。
【０１０６】
　動画像監視制御モジュール２００の場合は、監視制御部１０がペットの行動に対して監
視を行う他に、飼い主が家に帰ってきたとき、飼い主の行動に対しても監視を行うことが
できる。
【０１０７】
　しかし、多くの人々は、自分の行動が監視され外部に公開されることを望まない。
【０１０８】
　したがって、上述した問題を解決するために、本発明の実施形態の中で、信号検測構造
材を介して飼い主の信号を検測し、飼い主の信号が検測されたとき、例えば、飼い主が既
に家に帰ってきたうえ、飼い主が監視制御部１０の監視範囲内にあるときは、制御構造材
に信号を発送し、制御構造材が信号を受け付けた後、遮断物構造材を作動させ、遮断物構
造材が録画構造材を遮るようにして、録画構造材が録画機能を失うようにすることができ
る。
【０１０９】
　したがって、動画像監視制御を行うことができない。そして、飼い主が家にいるので、
直接ペットの行動を観察することができるため、直接ペットと交流をすることができるか
ら、本発明に係るペット管理装置を必ず使用する必要がない。
【０１１０】
　しかし、飼い主が家に帰ってきたが、監視制御部１０の監視範囲内にないときは、本発
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明に係るペット管理装置を使用する必要があるため、遮断物構造材を作動させず、録画構
造材が録画機能を進めて動画像監視制御と管理を行うことができる。
【０１１１】
　設定した遮断機能を閉じることもでき、飼い主が家にいるときに監視制御部１０が必要
であれば、携帯電話を介してすべての機能を開くことができる。
【０１１２】
　本発明に係るペット管理装置は、ペット行為代表物部９０をさらに含むことができ、ペ
ット行為代表物部９０内にはセンサーモジュール９００が設置でき、センサーモジュール
９００は前記データマッチング部５０のデータと接続できる。よって、ペットが主動的に
飼い主と交流するようにすることができる。
【０１１３】
　ペットがペット行為代表物部９０を使用するときは、センサーモジュールを介して、ペ
ットが使用する当該代表物の信号をデータマッチング部５０に発送し、データマッチング
部５０は、信号を受け付けると同時に飼い主処理データを検索し、ペットが当該代表物を
使用するときに行動に対応する飼い主処理データを返還することができる。
【０１１４】
　次に、応用部６０は飼い主処理データを用いて飼い主とペット間の交流を実現すること
ができる。
【０１１５】
　その中で、ペットが当該代表物を使用するときに行動に対応する飼い主処理データは、
事前に格納することができ、同時に、ペットに対して訓練を行うことができ、ペットが当
該代表物を使用するときに飼い主が対応する処理を施すことができる。よって、ペットが
当該代表物を使用した結果を明確にすることができる。
【０１１６】
　ペットが飼い主のこのような対応する処理を取得した後、主動的に当該代表物を使用す
ることができる。よって、ペットが主動的に飼い主との連携及び交流を行うようにするこ
とができる。
【０１１７】
　ペットと飼い主が交流する過程でペットが当該代表物を使用する信号を直接飼い主のク
ライアント部８０に発送することができる。よって、飼い主がペットとの直接連携及び交
流を行うようにすることができる。
【０１１８】
　その中で、ペット行為代表物部９０のペット行動代表物は任意の形態の物体であり得る
。例えば、丸い球形であり得る。ペットの代表物使用行動は、例えば、代表物を押したり
口に咥えたりすることである。
【０１１９】
　その他に実際に使用する途中で、センサーモジュールが、反応があるときにＢｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、ＷＩＦＩ或いは赤外線を介して信号を送ることが
でき、本発明に係るペット管理装置を用いて飼い主のクライアント部８０に発送すること
ができる（例えば、携帯電話、ＰＡＤ、コンピュータなど）。
【０１２０】
　センサーモジュール９００は、圧力センサー９０１、振動センサー９０２及び音センサ
ー９０３を含むことができる。
【０１２１】
　センサーモジュール９００は、様々なタイプのセンサーを含むことができ、ペットが代
表物を使用する信号をデータマッチング部５０或いはクライアント部８０に送ることさえ
できれば良い。
【０１２２】
　たとえば、ペットが飼い主と連携したければ、ペットが圧力センサー９０１（押す）、
振動センサー９０２（ぶつかる）、音（オーディオ）センサー９０３（規定したオーディ
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オと比較する）などの信号を送り、管理者が、送ってきた信号を介してペットの考えを判
断するようにすることができる。
【０１２３】
　前述した監視制御部１０、標準データ格納部２０、データ比較部３０、飼い主処理デー
タ格納部４０、データマッチング部５０、応用部６０、標準データ抽出部７０、クライア
ント部８０、ペット行為代表物部９０が行う機能は、中央処理装置であるＣＰＵ、ＡＰな
どによって実現でき、スマート端末と連動できる。
【０１２４】
　図２は本発明の実施形態に係るペット管理方法の手順を示す図である。
【０１２５】
　図２に示すように、本発明の実施形態に係るペット管理装置１で行うペット管理は、次
の手続きを含むことができる。
【０１２６】
　ペットの現在の行動に対して監視を行い、ペットの現在行動のデータを取得する段階（
Ｓ１）、
　前記現在行動のデータと標準データとを比較し、もし現在行動のデータと標準データと
が一致すれば、ペットの行動が正常であると認定し、同時に次の循環に進入する段階（Ｓ
２）。
【０１２７】
　もし現在行動のデータと標準データとが一致しなければ、ペットの行動が異常であると
判断し、Ｓ３を実施する。
【０１２８】
　前記現在行動のデータとマッチングされる飼い主処理データを取得する段階（Ｓ３）。
前記飼い主処理データを応用する段階（Ｓ４）。
【０１２９】
　その中でも、ペットの現在の行動は、円を描いて回ることであってもよく、ペットの現
在行動のデータは、円を描いて回る回転数であってもよく、例えば、１０回転数であって
もよい。
【０１３０】
　ペットの行動の標準データを格納すること、すなわち、ペットの正常行動のデータを格
納することである。
【０１３１】
　ペットの正常行動のデータは、飼い主或いはペットの専門家がペットの行動を観察し、
その行動が正常であると認定すると、標準データとし、標準データ格納部２０に格納する
ことができる。
【０１３２】
　例えば、ペットの一定時間内の活動量が所定の数値であるとき、その行動が正常と認定
されると、当該数値を活動量の標準データとし、格納部に格納することができる。
【０１３３】
　ペットのその他の行動に対してもすべて一定の標準データを提示することができる。当
該標準データは、定期的な観察を介して提示することもでき、経験によって提示すること
もできる。
【０１３４】
　同時に、様々なペット、様々な時間帯、例えば季節、ペットの年齢に合わせて、様々な
標準データを設定することができる。同時に、標準データに対して継続的に自動更新する
ことができる。
【０１３５】
　飼い主処理データは、ペットの異常行動に対する飼い主が施した処理である。
【０１３６】
　例えば、ペットのイライラする行動に対して飼い主が言葉で慰めると、飼い主処理デー
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タは、飼い主がペットを慰めるオーディオデータである。よって、飼い主処理データとペ
ットの異常行動は一対一で対応することができる。
【０１３７】
　ペットの行動が異常である場合には、これに対応する飼い主処理データを検索し、同時
に実施して、ペットに対する制御を実現することができる。
【０１３８】
　前記標準データは、設定した時間帯内のペットの過去行動のデータである。また、前記
設定した時間帯は、実際の時間によってローリングアップデートされる。
【０１３９】
　ペットの行動が季節、ペットの年齢などの時間変化による要素の影響を受けるため、ペ
ットの正常行動、すなわち標準データも季節、ペットの年齢などの時間変化と関連付けら
れている要素の影響を受ける。
【０１４０】
　したがって、時間の変化に応じて、標準データも変化することができる。かくして、標
準データとペットの現在の行動とを比較したとき、その比較結果がより一層正確となるよ
うにすることができる。
【０１４１】
　標準データは、人為的に引き続き更新することができる。しかし、比較的面倒である。
【０１４２】
　本実施形態中で監視されたペットの現在の行動のリアルタイム監視データを、標準デー
タ抽出部７０を介して分析した後、標準データ格納部２０に格納することができる。
【０１４３】
　同時に、一定の時間帯内に監視したデータを標準データとして使用するので、当該時間
帯も時間の変化に応じて継続的に更新され、これにより、標準データも時間の変化に応じ
て継続的に更新される。
【０１４４】
　したがって、人為的に標準データを更新する、比較的面倒な弊害を解決することができ
る。また、標準データが時間の変化に応じて継続的に自動更新されることを保障すること
ができる。
【０１４５】
　Ｓ３段階は、前記ペットの異常行動のデータと前記飼い主処理データとの対応関係を確
立する過程であって、前記現在行動のデータによって対応する前記飼い主処理データを探
す過程を含むことができる。
【０１４６】
　その中で、飼い主処理データは、格納することができ、飼い主のクライアント部８０を
介してデータマッチング部５０に直接発送するとともに応用部６０を介して行うこともで
きる。
【０１４７】
　もし、直接クライアント部８０を介して発送すると、すなわち、前記ペットの異常行動
のデータと前記飼い主処理データとの対応関係を確立する過程は、具体的に、前記ペット
の異常行動のデータがクライアント部８０に発送されると、飼い主がペットの異常行動の
データに基づいて、前記クライアント部８０を介して前記飼い主処理データを実施側へ発
送するのである。
【０１４８】
　応用部６０は、クライアント部８０からの指令データを受け付けることができないとき
は、飼い主処理データ格納部４０に格納された飼い主処理データを検索する。
【０１４９】
　たとえば飼い主がペットを慰めるためのオーディオ或いは動画像として、応用部６０を
介して飼い主処理データを表現する。
【０１５０】
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　たとえば、オーディオプレーヤー或いはビデオプレーヤーで、飼い主が録画して格納し
たオーディオ或いは動画像を放送する。
【０１５１】
　前記ペットの異常行動は、設定した時間帯にペットの大きな音の回数が連続して超える
こと、設定した時間帯にペットの存在が確認できない回数が連続して超えること、ペット
の動態が明らかに遅いか急速なこと、ペットが食器に滞留する時間が所定の時間を超える
こと、及びペットが大きな体積の物品を咥えたり物品を移動させたりし、環境パラメータ
（変数）が所定の環境パラメータ（変数）を離脱したことを含むことができる。
【０１５２】
　その中で、ペットの大きな音は、犬がドアをノックする音を聞いたとき或いは見知らぬ
人が家の中に入ってきたときに非常に大きな犬が吠える声であることもある。
【０１５３】
　前記ペットが餌入れボックスに滞留する時間が所定の時間を超えること、その中でも時
間の長さが長すぎるか短すぎることをいう。すなわち、もしペットが餌入れボックスに滞
留する時間が所定の時間よりも長い場合には、ペットが直前に腹が減った状態であり、も
し餌入れボックスに滞留する時間が所定の時間よりも短い場合には、ペットが食欲不振で
あったのである。
【０１５４】
　ペットが食欲不振であったりお腹が減ったりしたのは、全てペットの異常行動である。
【０１５５】
　前記飼い主処理データは、ペットの異常行動のデータに関するオーディオ、動画像及び
／または環境パラメータ（変数）の調整方法を含むことができる。
【０１５６】
　その中で、オーディオは、飼い主が録音したオーディオ、或いは飼い主がダウンロード
したペットの音楽であり、動画像は、飼い主が録画した動画像、或いは飼い主がダウンロ
ードしたペットの動画像であり得る。
【０１５７】
　飼い主が録音したオーディオ或いは飼い主がダウンロードしたペットの音楽、及び飼い
主が録画した動画像、或いは飼い主がダウンロードしたペットの動画像はいずれも、録画
制作したりダウンロードしたりすることができ、同時に格納して必要に応じて直接使用す
ることができる。
【０１５８】
　Ｓ４中に、前記応用は、オーディオプレーヤーを用いてオーディオを放送すること、動
画像プレーヤーを用いて動画像を放送すること、および／または環境パラメータ（変数）
の制御器を用いて飼い主が環境パラメータ（変数）に対して設定を調節することを含むこ
とができる。
【０１５９】
　その中で、前記オーディオは、飼い主が録音したオーディオ、或いは飼い主がダウンロ
ードしたペットの音楽であってもよく、前記動画像は、飼い主が録画した動画像、或いは
飼い主がダウンロードしたペットの動画像であってもよい。
【０１６０】
　飼い主が録音したオーディオ或いは飼い主がダウンロードしたペットの音楽、及び飼い
主が録画した動画像或いは飼い主がダウンロードしたペットの動画像はいずれも、事前に
録音、録画制作したりダウンロードしたりすることができ、同時に格納して必要に応じて
直接使用することができる。
【０１６１】
　ペットの異常行動の種類に応じて単独でその中の一つのデータを使用することもでき、
その中の複数のデータを使用することもでき、その中の一つの環境パラメータ（変数）に
対して調節を行うこともでき、その中の複数の環境パラメータ（変数）に対して調節を行
うこともできる。
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【０１６２】
　Ｓ１を実施する前に、次の手続きがさらに含まれ得る。飼い主が家に帰ってきたのかを
検測し、もし帰ってきた場合には、飼い主が監視制御部１０の監視範囲内にあることを検
測し、もし監視範囲内にあれば終了し、そうでなければＳ１を実施する。
【０１６３】
　ペットに対して動画像監視を行うとき、監視制御部１０がペットの行動に対して監視を
行う他に、飼い主が家に帰ってきたときは、飼い主の行動に対しても監視を行うことがで
きる。
【０１６４】
　しかし、多くの人々は、自分の行動が監視され外部に公開されることを望まない。した
がって、上述した問題を解決するために、本発明の実施形態の中で、飼い主が家に帰って
きたのかを検測する手続きをまず実施し、飼い主の行動が監視されないようにすることを
保証することができる。
【０１６５】
　そして、飼い主が既に家に帰ってきたうえ、監視制御部１０の監視範囲内にあるときは
、監視制御部１０が飼い主の行動に対して監視を行うことができる。よって、監視制御部
１０を閉じて監視制御管理を行わないようにすることもできる。
【０１６６】
　飼い主が既に家に帰ってきたが、監視制御部１０の監視範囲内にないときは、本発明に
係るペット管理装置および方法を使用することもできる。
【０１６７】
　したがって、このような状況では、本発明の実施形態で提供した方法を実施する。
【０１６８】
　飼い主が家にいるとき、直接ペットの行動を観察することができ、直接ペットと交流を
することもできる。
【０１６９】
　その中で、前記飼い主が家に帰ってきたのかを検測することは、次の方式によって行う
ことができる。
【０１７０】
　監視制御部１０と飼い主が携帯したクライアント部８０とが同時に家のＷＩＦＩに接続
されたのか、或いは設定した家のＧＰＳ位置と同一であるか否かを確認し、もしそうであ
る場合には飼い主が既に家に帰ってきたことを認定し、そうでない場合には飼い主が家に
未だ帰ってきていないと認定することができる。
【０１７１】
　上述した実施形態に係る方法の全部若しくは一部の手続きは、プログラムを介して、関
連したハードウェアに指令して完成することができる。
【０１７２】
　前記プログラムは、コンピュータ部の検索することが可能な記憶媒体に格納し、上述し
た各種実施形態の方法の全部もしくは一部分の手続きを実施する。前記コンピュータ部は
、例えば、パーソナルコンピュータ、サーバ、ネットワーク装備、スマートモバイル端末
、スマートホーム部、ウェアラブルスマート機器、車載スマート機器などである。前記記
憶媒体は、例えばＲＡＭ、ＲＯＭ、ディスク、テープ、ビデオテープ、フラッシュメモリ
、ＵＳＢメモリ、外付けハードディスク、メモリカード、メモリスティック、ネットワー
クサーバーメモリ、ネットワーククラウドメモリ等であり得る。
【０１７３】
　同様に、前述したＳ１、Ｓ２、Ｓ３、Ｓ４段階は、中央処理装置であるＣＰＵ、ＡＰＩ
などによって実現でき、スマート端末と連動できる。
【０１７４】
　以上、本発明を好適な実施形態を参照して詳細に説明した。ところが、本発明は、前述
した実施形態に限定されるものではなく、以下の特許請求の範囲で請求する本発明の要旨
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を逸脱することなく、本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者であれば誰
でも様々な変形または変更を加え得る範囲まで本発明の技術的思想が及ぶというべきであ
る。

【図１】 【図２】
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【要約の続き】
タイム行動に対する飼い主処理データを検索及び応用する応用部と、を含むことができる。本発明に係るペット管理
装置を介してリアルタイムでペットの現在行動を取得して、現在行動と標準データとを比較することができ、もし比
較の結果として、ペットの行動が異常行動であると判断された場合、飼い主が当該行動に対するデータを照会して、
飼い主とペット間の交流を進めることができ、飼い主がペットの傍にいるような効果を実現することにより、ペット
に身体的および精神的問題が発生することを事前に防止することができる。
【選択図】図１
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